
鳥
羽
市　

戸
田
屋

　

令
和
元
年
九
月
八
日
・
九
日
、
東

書
藝
夏
期
一
泊
研
修
会
が
鳥
羽
市
・

戸
田
屋
で
開
催
さ
れ
た
。
近
づ
い
て

来
る
台
風
の
予
想
進
路
が
三
重
県
と

た
い
へ
ん
心
配
し
た
が
、
こ
の
地
方

に
と
っ
て
は
幸
い
に
も
そ
れ
、
暑
い

晴
天
の
両
日
と
な
っ
た
。

　

こ
の
会
場
は
何
年
か
振
り
で
懐
か

し
い
感
じ
が
す
る
。
快
適
な
研
修
環

境
は
会
場
選
択
や
当
日
早
い
時
間
か

ら
の
準
備
作
業
等
、
研
修
局
・
役
員

の
先
生
方
の
尽
力
の
お
蔭
で
あ
る
事

を
感
謝
し
た
い
。

　

午
後
一
時
受
付
開
始
。
一
時
四
十

分
よ
り
会
長
・
風
岡
五
城
先
生
講

話
「
落
款
の
書
き
方
」
が
ス
タ
ー
ト
。

開
会
の
言
葉
も
交
え
て
作
品
制
作
に

必
須
の
知
識
を
教
授
下
さ
っ
た
。
続

い
て
愛
知
学
院
大
学
准
教
授
・
劉
作

勝
先
生
講
話
、「
中
国
法
書
中
に
見

る
避
諱
に
つ
い
て
」。
劉
先
生
の
お

話
し
は
平
成
二
十
八
年
以
来
二
度
目

で
、
増
々
流
暢
な
日

本
語
で
の
講
義
に
中

国
文
化
の
実
に
奥
深

い
面
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
。（
両
先
生
の

講
話
要
約
を
次
項
よ

り
掲
載
し
ま
す
）

　

休
憩
を
は
さ
み
、

「
二
〇
二
〇
の
カ
レ
ン

ダ
ー
に
文
字
を
書
こ

う
！
」
と
題
し
、
全

員
が
各
々
書
き
た
い

文
字
・
言

葉
を
彩
墨

で
実
際
の

カ
レ
ン
ダ

ー
に
書
く

席
が
設
け

ら
れ
た
。

皆
と
て
も
楽
し
そ
う
で
、
昨
年
・
今

年
の
参
加
型
企
画
は
、
出
席
者
の
充

実
感
も
高
く
好
評
の
よ
う
だ
。

　

熱
気
の
冷
め
や
ら
ぬ
中
、
久
野
北

崖
副
会
長
の
言
葉
で
閉
会
と
な
っ
た
。

　

夕
刻
の
懇
親
会
前
に

は
役
員
会
。
六
十
六
回
展

の
反
省
、
今
後
の
事
業
予

定
等
が
議
論
さ
れ
た
。

　

お
待
ち
か
ね
の
懇
親

会
は
木
村
大
澤
理
事
長

の
乾
杯
で
始
ま
り
、
各
社

中
、
和
気
藹
々
で
大
い
に

親
交
が
深
ま
っ
た
様
子
。

　

翌
朝
美
味
し
い
朝
食

を
頂
い
て
解
散
と
な
っ

た
。
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　　 「
落
款
に
つ
い
て
」

 

　
　
　
　

  

　会

　長

　
　風

　岡

　五

　城

　

  

　

落
款
と
は
「
落
成
款
識
（
ら
く
せ

い
か
ん
し
）」
の
略
。
落
成
は
物
事

が
で
き
あ
が
る
こ
と
、
書
画
の
成
る

こ
と
を
い
う
。
ま
た
款
識
と
は
も
と

も
と
青
銅
器
に
刻
し
た
文
字
の
こ
と

（
款
は
陰
刻
の
銘
、
識
は
陽
刻
の
銘
）

で
あ
る
。

　

日
本
で
は
一
般
的
に
号
や
、
姓
名

の
う
ち
名
の
み
を
書
く
が
、
仮
名
や

少
字
数
の
作
品
の
場
合
は
印
だ
け
の

こ
と
も
あ
る
。
中
国
の
場
合
は
姓
名

を
書
く
こ
と
も
多
い
。字
と
姓
名「
子

貞
・
何
紹
基
」、
号
と
名
「
果
亭
山

人
・
瑞
圖
」
な
ど
の
パ
タ
ー
ン
も
あ

る
。ま
た
号
に
加
え
る
語
と
し
て「
散

人
（
の
ん
き
な
人
）」「
迂
人
（
世
事

に
う
と
い
人
）」「
野
人
」「
田
翁
」「
学

人
」「
道
人
」
な
ど
の
謙
称
が
あ
る
。

作
品
構
成
上
、
余
白
と
の
兼
ね
合
い

で
加
え
る
こ
と
も
あ
る
。

　

作
品
を
書
い
た
年
月
日
を
記
す
の

は
記
念
、
記
録
の
意
味
が
あ
る
。
元

号
や
年
月
日
、
十
干
十
二
支
、
時

間
を
表
す
語
「
清
晨
、
清
昼
、
清

夜
」、
日
付
を
表
す
語
「
朔
（
＝
一

日
）、
望
（
＝
十
五
日
）、
望
後
三
日

（
＝
十
八
日
）」
な
ど
を
用
い
る
と
雅

味
が
加
わ
る
。
西
暦
で
書
く
場
合
は

「
公
元
二
零
十
九
年
」
と
す
る
。
ま

た
「
澣
（
＝
旬
）」
は
十
日
間
の
こ

と
を
い
い
「
上
澣
」
等
と
使
う
。
書

道
の
世
界
で
は
こ
の
よ
う
な
日
常
で

は
使
わ
な
い
雅
味
の
あ
る
字
や
語
を

用
い
た
い
。

��

雅
号
の
他
に
、
書
い
た
場
所
を
記

す
こ
と
が
あ
る
。自
分
の
家
に
は「
○

○
庵
」「
○
○
軒
」、
部
屋
に
は
「
○

○
斎
」
な
ど
を
用
い
る
。（
例　

游

目
斎
…
神
谷
葵
水
先
生
、
望
城
庵
…

豆
子
甲
水
之
先
生
、
濤
聲
庵
…
山
本

宏
城
先
生
、
研
田
草
廬･･･

風
岡
五

城
）
ま
た
、
於
（
＝
于
）
を
使
っ
て

場
所
を
記
す
。「
於
○
○
庵
北
窓
下

東
海
書
〈
※
東
海
は
仮
の
名
前
、
以

下
同
〉」「
于
○
○
斎
青
燈
下
東
海
書
」

と
い
う
書
き
方
を
す
る
。
東
窓
は
正

月
な
ど
に
合
う
、
北
窓
は
夏
に
は
涼

し
げ
な
印
象
と
な
る
。
旅
先
の
地
名

な
ど
を
書
き
付
け
る
と
よ
い
記
念
と

な
る
。

　

何
を
書
い
た
か
を
表
す
時
は
、「
録

蘇
東
坡
詩
東
海
」「
蘇
東
坡
詩
東
海�

書
」
な
ど
と
し
、「
録
」
と
「
書
」

を
重
ね
て
書
く
こ
と
は
し
な
い
。

��

ま
た
、「
李
太
白
秋
浦
歌
之
一
東

海
書
（
李
白
の
秋
浦
の
歌
の
う
ち
一

つ
を
東
海
が
書
い
た
）」「
菜
根
譚
之

語
二
節
東
海
書
（
菜
根
譚
の
語
の
二

節
を
東
海
が
書
い
た
）」な
ど
と
書
く
。

　

ど
の
よ
う
に
書
い
た
か
を
記
す
言

葉
と
し
て
は
、「
漫
録
一
首
（
漫
に

一
首
を
録
す
…
き
ま
ま
に
一
首
を
選

ん
で
書
い
た
）」「
弄
禿
筆
（
禿
筆
を

弄
す
…
擦
り
切
れ
た
筆
で
書
い
た
）」

「
戯
墨
於
南
京
客
舎
（
戯
れ
に
南
京

の
客
舎
に
お
い
て
墨
し
た
）」「
力

疾
（
り
き
し
つ
…
病
気
を
お
し
て
書

い
た
）」「
酔
後
戯
作
」「
倣
顔
魯
公

之
書
（
顔
真
卿
の
書
に
倣
っ
て
書
い

た
）」「
擬
米
芾
筆
意
（
米
芾
の
筆
意

に
擬
す
）」
な
ど
が
あ
る
。

��

年
齢
を
記
す
場
合
は
「
時
年
七
十

有
一
」「
八
十
老
人
」「
八
十
五
叟（
＝

老
）」
な
ど
と
す
る
。

　

為
書
に
は
「
為
○
○
先
生
」「
○

○
先
生
属
書
（
○
○
先
生
の
求
め
に

応
じ
て
書
い
た
）」
と
い
う
書
き
方

が
あ
る
。
相
手
の
名
前
は
必
ず
上
に

書
く
。

��

以
上
の
よ
う
な
内
容
を
組
み
合
わ

せ
な
が
ら
落
款
を
作
成
す
る
と
よ
い
。

た
だ
し
仮
名
作
品
の
場
合
は
あ
ま
り

長
い
落
款
を
書
か
ず
、
書
い
て
も
出

典
程
度
に
留
め
る
こ
と
が
多
い
。
ま

た
、
印
の
押
し
方
も
重
要
で
本
文
の

雰
囲
気
に
合
わ
せ
る
工
夫
も
必
要
で

あ
る
。
二
顆
押
す
場
合
は
白
文
（
姓

名
印
）、
朱
文
（
雅
号
印
）
の
順
が

日
本
で
は
き
ま
り
と
な
っ
て
い
る
。

一
つ
し
か
押
さ
な
い
場
合
は
白
文
、

朱
文
の
ど
ち
ら
で
も
よ
い
。

　

古
人
の
落
款
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

作
品
の
雰
囲
気
が
よ
く
な
る
よ
う
工

夫
し
た
い
。

講演 1
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「
中
国
法
書
中
に
見
る
避
諱
に
つ
い
て
」

　

愛
知
学
院
大
学
准
教
授

　
　劉

　

 

作 

勝

　先
生

　
　

　皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
日
の

私
の
話
で
す
が
、
避
諱
に
つ
い
て

の
話
で
す
。
皆
さ
ん
が
古
典
の
臨

書
を
す
る
中
で
、
時
に
は
法
帖
等

に
目
を
通
す
こ
と
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。
そ
の
時
に
、
何
か
あ
や

し
い
な
、
何
故
こ
う
い
う
書
き
方

を
す
る
の
か
な
と
思
う
事
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
の
中
に
は
、

も
し
か
し
た
ら
中
国
の
避
諱
と
い

う
文
化
に
関
わ
る
事
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
日
、

私
は
調
べ
た
も
の
を
こ
の
時
間
を

使
っ
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
見
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　ま
ず
避
諱
に
つ
い
て
簡
単
に
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
避
諱

と
は
、目
上
の
者
の
諱
（
い
み
な
）

を
用
い
る
事
を
忌
避
す
る
事
で

す
。
具
体
的
に
言
う
と
、
尊
者
の

名
字
（
姓
以
下
の
称
呼
）
を
話
す

と
き
、
ま
た
は
書
く
と
き
に
避
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
避
諱
に

つ
い
て
の
最
古
の
記
録
は
、
孔
子

の
『
記
史
』
の
中
に
見
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
に
は
三
種
類
の
諱
に
つ
い
て

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
尊

者
の
為
の
諱
、
次
に
親
者
の
諱
、

三
つ
目
は
賢
者
の
諱
で
す
。
尊
者

と
は
そ
の
時
代
の
君
主
・
皇
帝
で

す
。
親
者
と
は
親
で
す
。
で
は
、

尊
者
、
親
者
に
対
す
る
避
諱
は
何

代
前
ま
で
遡
る
必
要
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
？
皇
帝
、
上
皇
、
太
上

皇
、
ま
た
、
父
、
祖
父
、
曾
祖
父

…
永
遠
に
諱
に
つ
い
て
注
意
し
な

い
と
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

実
は
、
中
国
で
は
五
代
前
ま
で
で

よ
い
の
で
す
。
遡
る
場
合
は
、
そ

れ
以
上
前
の
も
の
に
つ
い
て
は
大

丈
夫
と
い
う
事
で
す
。
賢
者
と
い

う
の
は
、
尊
敬
す
る
人
の
こ
と
を

指
し
ま
す
。
後
述
し
ま
す
が
、
儒

教
を
重
視
す
る
時
代
で
は
、
孔
子

の
名
前
を
直
接
言
う
こ
と
は
禁
じ

ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

　「避
諱
」
と
い
う
言
葉
に
は
二

つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目

は
、
敬
諱
＝
尊
敬
す
る
、
と
い
う

意
味
で
、
そ
の
為
に
諱
を
避
け
る

こ
と
。
二
つ
目
は
悪
諱
。
こ
れ
は

死
ん
だ
人
に
対
す
る
避
諱
で
す
。

亡
く
な
っ
た
人
を
嫌
う
、
と
い
う

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
や
は

り
別
世
界
に
行
く
の
で
、
早
く
人

間
世
界
と
の
縁
を
切
っ
て
ほ
し
い

わ
け
で
す
。
日
本
の
場
合
、
亡
く

な
る
こ
と
を
俗
に
成
仏
と
言
い
ま

す
。
中
国
で
は
生
き
て
い
る
時
は

人
間
で
す
が
、
亡
く
な
る
と
最
初

は
鬼
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
（
生
事
畢お

わ

り
而
鬼
事
始
《
禮

記
》）。
死
者
の
国
の
王
で
あ
る
閻

魔
の
判
断
で
、
生
前
に
よ
い
行
い

を
し
た
人
は
天
界
に
、
悪
い
行
い

を
し
た
人
は
十
八
層
下
の
地
獄

に
落
と
さ
れ
ま
す
。
一
般
的
に

は
、
亡
く
な
っ
た
人
の
名
前
を
避

け
た
方
が
い
い
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
故
に
、
墓
碑
で
は
、
死
者

の
名
前
を
書
く
と
き
、
皆
、「
諱
」

を
付
け
ま
す
。
例
え
ば『
曹
全
碑
』

の
開
頭
に
は
「
君
諱
全
字  

」
と

あ
り
、『
高
貞
碑
』
に
も
「
君
諱

貞
字  

」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
墓
誌
銘
な
ど
、
死

者
の
名
前
を
言
う
と
き
に
も
、
や

は
り
「
諱
」
の
字
を
付
け
ま
す
。

ご
存
知
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
が
、
古
典
書
作
の
中
の

「
鬼
」
の
字
は
ツ
ノ
の
部
分
を
書

か
な
い
事
が
多
い
の
で
す
。
中
国

で
は
一
説
と
し
て
、「
鬼
」
の
ツ

ノ
は
書
か
な
い
方
が
い
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。鬼
に
な
ら
な
い
為
、

つ
ま
り
、
ツ
ノ
を
切
っ
て
し
ま
え

ば
、
神
様
に
帰
依
し
た
こ
と
に
な

る
、
と
い
う
の
で
す
。
鬼
の
一
画

目
を
書
か
な
い
の
は
悪
諱
に
よ
る

も
の
だ
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　尊
諱
の
例
と
し
て
、
唐
代
の
有

名
な
詩
人
、
杜
甫
の
母
親
の
名
前

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
彼

女
の
名
は
、
花
の
名
を
と
っ
て

「
海
棠
」
と
い
い
ま
す
。
杜
甫
は

生
涯
三
千
余
の
詩
を
書
き
ま
し
た

が
、
一
度
も
「
海
棠
」
の
詩
は
書

い
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
か

ら
、
父
の
名
は
杜
閑
と
い
い
ま
す

が
、
や
は
り
、
杜
甫
の
詩
の
中
に

「
閑
」
の
字
は
出
て
き
ま
せ
ん
。

閑
の
字
は
古
詩
の
中
で
は
よ
く
使

わ
れ
る
字
な
の
で
す
。
し
か
し
、

杜
甫
は
使
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
宋

代
の
詩
人
、
蘇
軾
に
つ
い
て
も
例

が
あ
り
ま
す
。
蘇
軾
の
祖
父
の
名

は
蘇
序
で
す
。
彼
は
生
涯
、「
序
」

の
字
を
書
か
な
か
っ
た
と
言
わ
れ

ま
す
。
で
は
、
序
文
を
頼
ま
れ
た

ら
ど
う
す
る
の
か
。
そ
の
時
は
、

代
わ
り
に
「
叙
」
の
字
を
使
っ
た

そ
う
で
す
。
良
く
臨
書
さ
れ
る
作

品
の
一
つ
「
蘭
亭
序
」
は
、「
序
」

の
字
を
書
く
事
が
多
い
で
す
が
、

実
は
「
蘭
亭
叙
」
と
い
う
書
き
方

も
あ
る
の
で
す
。
こ
れ
は
宋
代
以

降
に
変
わ
り
、
蘇
軾
の
祖
父
の
諱

を
避
け
た
為
に
こ
の
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

　

　避
諱
は
、
主
に
三
つ
に
分
け
ら

れ
ま
す
。

　孔
子
が
言
わ
れ
た
三
つ
の
避
諱

（
尊
者
、親
者
、賢
者
）
の
後
に
は
、

国
諱
（
主
に
歴
代
の
皇
帝
）、
家

諱
（
私
諱
と
も
い
う
）、
聖
諱
と

な
り
ま
し
た
。
聖
諱
と
は
聖
人
に

対
す
る
諱
で
す
。
孔
子
の
諱
「
孔

丘
」
の
「
丘
」
を
避
け
る
為
に
は
、

全
て
右
側
に
オ
オ
ザ
ト
の
つ
い
た

「
邱
」
を
用
い
ま
す
。
中
国
で
は

邱
姓
の
人
が
沢
山
居
ま
す
が
、
皆

元
々
は
丘
の
字
で
し
た
。
明
末
の

詩
人
・
高
青
邱
の
元
々
の
号
は
青

丘
で
し
た
。
そ
れ
が
清
の
時
代
で

は
聖
諱
を
非
常
に
重
視
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
の
で
、
彼
自
身
は

既
に
亡
く
な
っ
て
い
た
の
に
、
後

に
な
っ
て
「
邱
」
に
変
わ
っ
た
の

で
す
。

　地
名
に
も
例
が
あ
り
ま
す
。
韓

国
に
大
邱
（
テ
グ
）
と
い
う
市
が

あ
り
ま
す
。
大
き
な
丘
と
い
う
意

味
の
地
名
で
す
が
、
韓
国
は
儒
教

を
重
視
す
る
国
な
の
で
、
孔
子
の

聖
諱
を
避
け
、「
邱
」
に
な
り
ま

し
た
。

　で
は
、
諱
を
犯
し
た
ら
ど
う
な

る
で
し
ょ
う
か
。
中
国
は
非
常
に

歴
史
が
長
い
国
で
す
。
統
治
者
達

は
、
国
を
管
理
す
る
に
は
思
想
管

理
、
い
わ
ゆ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

統
括
が
第
一
と
考
え
、
国
民
に
緊

張
感
を
持
た
せ
よ
う
と
し
ま
し

講演 2
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た
。
で
す
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
、
国
諱
に
対
し
て
は
と
て
も
厳

し
い
姿
勢
で
臨
み
ま
し
た
。
諱
を

犯
し
た
ら
大
変
な
事
に
な
り
ま

す
。
唐
の
法
律
で
は
、
上
奏
・
奏

辞
の
書
類
の
中
で
国
諱
の
一
字
を

犯
し
た
場
合
、「
杖
刑
八
十
」（
背

中
と
太
股
を
八
十
回
棒
で
打
つ
）

が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
あ
ま
り
の
苦
痛
に
、
そ

の
場
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
場
合

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
上
奏
中
に

誤
っ
て
言
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は

「
笞
刑
三
十
」（
ム
チ
で
三
十
回
打

つ
）
で
す
。
も
し
も
、
名
前
の
二

文
字
か
三
文
字
を
全
て
書
い
て
し

ま
っ
た
場
合
、
こ
れ
も
大
変
、「
徒

三
年
」（
三
年
間
の
労
役
）
が
科

さ
れ
ま
す
。「
嫌
名
」（
同
音
字
）

の
場
合
は
大
丈
夫
で
す
。
言
葉
と

い
う
も
の
は
口
か
ら
出
し
た
と
同

時
に
消
え
て
し
ま
う
の
で
、
証
拠

は
残
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
文
字

に
書
い
て
し
ま
う
と
大
き
な
罪
に

な
る
の
で
す
。

　「文
字
獄
」
と
言
う
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

誤
っ
て
詩
文
の
中
で
国
諱
を
犯
し

て
し
ま
っ
た
文
人
が
投
獄
、
処

刑
さ
れ
る
事
も
よ
く
あ
り
ま
し

た
。一
つ
例
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

十
八
世
紀
頃
の
詩
人
・
徐
駿
の
夏

の
詩
で
す
❶
。
一
見
、
何
の
問
題

も
な
い
詩
に
思
え
ま
す
。確
か
に
、

こ
の
詩
句
は
、
唐
・
宋
・
明
の
時

代
に
お
い
て
は
何
の
問
題
も
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
清
の
時
代
で

は
、
話
は
別
で
す
。
徐
駿
は
、
最

終
的
に
処
刑
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
一
体
な
ぜ
な
の
か
。
明
王
朝

が
北
の
女
真
族
に
滅
ぼ
さ
れ
、
そ

の
女
真
族
が
建
国
し
た
の
が
清
王

朝
で
す
。
詩
の
中
に
あ
る
「
清
風

不
識
字
」
と
い
う
一
文
。
こ
こ
に

出
て
く
る
「
清
」
の
字
が
、
清
王

朝
を
意
味
す
る
と
み
な
さ
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。「
文
字
が
読
め

な
い
の
に
、
何
故
か
本
を
捲
る
」

と
。
実
は
女
真
族
に
は
別
の
文
字

が
あ
り
、
漢
字
は
読
め
ま
せ
ん
。

清
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
明
に
取
っ

て
代
わ
り
、
そ
れ
ま
で
漢
民
族
が

統
治
し
て
い
た
中
元
地
方
を
治
め

る
事
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
は

馬
上
で
天
下
を
取
っ
た
わ
け
で

す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
、
長
い

歴
史
を
持
つ
漢
民

族
を
統
治
す
る
の

は
大
変
な
の
で
す
。

ゆ
え
に
、
統
治
者

の
出
身
な
ど
を
貶

す
よ
う
な
言
葉
使

い
に
対
し
て
は
非

常
に
厳
し
い
の
で

す
。
文
字
獄
が
生

ま
れ
た
の
は
、
こ

の
よ
う
な
背
景
が

あ
っ
た
か
ら
な
の
で
す
。

　家
諱
を
犯
し
た
場
合
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
友
人
同

士
で
も
、
相
手
の
家
諱
を
知
ら
ず

に
話
し
て
し
ま
う
と
怒
ら
れ
る
事

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
こ
ん
な

話
が
あ
り
ま
す
❷
。
晋
の
時
代
、

王
忱
と
い
う
人
が
、
あ
る
日
、
桓

玄
と
い
う
人
を
訪
ね
ま
し
た
。
桓

玄
は
お
酒
を
出
し
て
王
忱
を
も
て

な
し
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
、
王
忱

は
薬
を
飲
ん
で
い
た
の
で
、
冷
た

い
お
酒
が
飲
め
な
か
っ
た
の
で

す
。
そ
こ
で
、
召
使
に
「
温
酒
、

温
酒
、
温
酒
」
と
三
回
念
を
押
し

ま
し
た
。
す
る
と
桓
玄
が
急
に
泣

き
出
し
ま
し
た
。
王
忱
が
訳
を
尋

ね
る
と
、
桓
玄
は
、「
あ
な
た
が

突
然
私
の
父
の
名
を
何
度
も
言
っ

た
か
ら
で
す
。
父
の
名
は
桓
温
、

だ
か
ら
つ
い
つ
い
父
を
思
い
出
し

て
泣
い
て
し
ま
っ
た
の
で
す
」。

王
忱
は
が
っ
か
り
し
て
帰
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
有
名
な
友
人
同
士
の

家
諱
の
例
で
す
。
で
す
か
ら
、
孔

子
は
、「
こ
の
城
門
に
入
る
前
に

は
こ
の
国
（
地
域
）
の
国
諱
を
聞

く
。
そ
の
人
の
家
に
入
る
前
に
は

そ
の
家
諱
を
知
る
べ
き
。」
と
言

い
残
し
ま
し
た
。

　次
は
書
の
古
典
に
見
る
、
各
時

代
の
避
諱
の
特
徴
に
つ
い
て
話
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
東
晋
・
王
羲

之
の
時
代
、
更
に
唐
・
宋
・
清
の

時
代
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

書
作
品
の
中
で
避
諱
す
る
方
法
と

し
て
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、
主
に

三
つ
あ
り
ま
す
。そ
の
三
つ
と
は
、

改
字
、
空
字
、
欠
画
で
す
。

　改
字
と
は
、
同
義
の
文
字
、
ま

た
は
同
音
の
文
字
に
置
き
替
え
る

方
法
で
す
。
例
え
ば
、「
正
月
」

と
い
う
単
語
は
、
元
々
は
「
政
」

だ
っ
た
の
で
す
。
春
秋
・
秦
国
の

時
代
、
毎
年
旧
暦
の
一
月
に
な
る

と
、
地
方
か
ら
官
僚
達
が
都
に
集

ま
り
、
一
年
の
行
政
が
始
ま
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、一
月
の
事
を「
政

月
」
と
い
い
ま
す
。
後
の
始
皇
帝

が
紀
元
前
二
五
九
年
二
月
十
八
日

生
れ
で
ち
ょ
う
ど
旧
暦
の
一
月
な

の
で
、「
嬴
政
」
と
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
政
月
」を「
正

月
」
と
改
称
し
ま
し
た
❸
。

　王
羲
之
の
作
品
に
は
家
諱
の
た

め
に
改
字
さ
れ
た
例
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
。
王
羲
之
の
曾
祖
父
の

名
は
王
覧
、
祖
父
の
名
は
王
正
と

い
い
ま
す
。
東
晋
の
尺
牘
の
特
徴

と
し
て
、
開
頭
に
は
日
付
を
書
く

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。例
え
ば
、

『
十
七
帖
』
な
ど
が
そ
う
で
す
。

王
羲
之
が
正
月
に
手
紙
を
書
く
時

は
、
正
月
と
書
か
ず
に
「
初
月
」

と
し
ま
し
た
。
有
名
な『
初
月
帖
』

の
由
来
で
す
❹
。
ま
た
、
蘭
亭
序

の
中
の
二
つ
の
「
攬
」
の
字
（
毎

攬
、
之
攬
）
は
、
本
来
は
「
見
る
」

と
い
う
意
味
の
「
覧
」
の
字
で
す

が
、
曾
祖
父
王
覧
の
諱
の
為
に
改

字
し
た
の
で
す
❺
。「
攬
」
は
別

の
動
詞
＝
引
っ
ぱ
る
と
い
う
意
味

で
す
。
歴
代
の
書
家
達
が
蘭
亭
序

を
臨
書
す
る
時
は
忠
実
に
臨
書
し

ま
す
が
、
創
作
す
る
時
は
攬
の
字

清
風
不
識
字

何
必
乱
翻
書

晉
有
王
忱
者
，
某
日
会
桓
玄
，
桓
玄
用
酒

招
待
，
王
忱
因
飲
葯
忌
冷
酒
，
故
三
令
僕

人“

溫
酒”

，
溫
酒
、
溫
酒
・
・
・
・
・

不
料
桓
玄
聽
後
突
然
大
泣
，
玄
父
名
溫
，

聽“

溫”

字
即
流
涕
，
王
忱
匆
匆
告
辭
。

家
諱

政 月

嬴 政（えいせい）の避諱

正 月

観世音菩薩 観音菩薩

世民の避諱

王羲之の家諱：曾祖父は王覧、祖父は王正

王
羲
之
「
初
月
帖
」

改字の例

王羲之の家諱：曾祖父は王覧、祖父は王正

王
羲
之
「
蘭
亭
帖
」

改字の例

覧→攬

❶

❷

❸

❹

❺
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を
そ
の
ま
ま
使
わ
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
い
る
の
で
す
。

　次
は
空
字
に
つ
い
て
で
す
。
観

音
菩
薩
の
名
称
は
、
元
々
は
観
世

音
菩
薩
で
す
が
、「
世
」
の
字
が

唐
の
太
宗
李
世
民
の
「
世
」
の
字

と
関
わ
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
字

を
取
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
禅
宗

墨
蹟
の
中
に
は
よ
く
見
ら
れ
ま

す
。　そ

れ
か
ら
欠
画
に
つ
い
て
で

す
。
一
画
か
二
画
、
或
い
は
一
部

分
足
り
な
い
よ
う
に
す
る
方
法
で

す
。
こ
れ
は
一
番
多
く
使
わ
れ
る

方
法
で
す
。
例
え
ば
、
唐
の
高
祖

皇
帝
・
李
淵
の
「
淵
」
の
字
。
欧

陽
詢
の
『
行
書
千
字
文
』
の
中
の

「
淵
」
の
字
は
、
右
の
部
分
が
欠

画
に
な
っ
て
い
ま
す
❻
。
そ
れ
か

ら
同
時
代
の
褚
遂
良
の『
千
字
文
』

の
中
の
「
淵
」
は
サ
ン
ズ
イ
が
欠

画
で
す
。
ま
た
、
中
唐
の
懐
素
の

『
千
字
文
』
の
中
の
「
淵
」
は
最

後
の
一
画
が
欠
画
で
す
❼
。
し
か

し
、
千
字
文
と
い
え
ば
、
最
も
代

表
的
な
智
永
の
『
真
草
千
字
文
』

で
は
、「
淵
」
の
字
は
欠
画
と
な

っ
て
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
で
し
ょ
う

か
。そ
れ
は
時
代
が
違
う
の
で
す
。

　智
永
の
生
ま
れ
た
年
代
な
ど
に

つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
で
す
が
、

一
応
、
陳
〜
隋
代
・
六
世
紀
中
葉

の
人
物
、
唐
の
李
淵
・
李
世
民
と

い
う
皇
帝
の
前
に
居
た
人
で
す
。

で
す
か
ら
、
彼
が
書
い
た
千
字
文

の
中
で
は
、「
淵
」
の
字
に
注
意

し
な
く
て
も
よ
い
の
で
す
。
そ
れ

か
ら
初
唐
の
陸
柬
之
の
『
文
賦
』。

彼
の
場
合
は
、「
淵
」
の
字
は
サ

ン
ズ
イ
し
か
な
く
、
右
側
は
完
全

に
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
❽
。
こ
れ

も
欠
画
の
例
で
す
が
、
ほ
ぼ
空
字

に
近
い
で
す
。
陸
柬
之
は
虞
世
南

の
甥
で
七
世
紀
初
頭
の
人
で
す
。

世
南
に
書
を
習
っ
て
い
た
と
い
わ

れ
、
代
表
作
は
『
文
賦
』
で
す
。

私
も
、
初
め
て
書
を
習
っ
た
時
に

と
て
も
好
き
に
な
っ
た
作
品
で

す
。　そ

れ
か
ら
い
よ
い
よ
唐
の
太

宗
・
李
世
民
の
諱
に
つ
い
て
で

す
。
た
だ
、李
世
民
の
場
合
、「
世
」

「
民
」
こ

の
二
文
字

は
使
用
率

の
非
常
に

高
い
文
字

で
す
。
で

す
の
で
、

こ
れ
を
避

け
る
為
に

他
の
文
字

に
替
え
た
り
、
欠
画
に
し
た
り
す

る
の
は
、
大
変
な
事
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
李
世
民
は
こ
れ
に
気

付
い
て
、
避
諱
を
免
ず
る
詔
を
下

し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、「
二
文

字
を
一
緒
に
書
い
て
は
い
け
な
い

が
、
片
方
だ
け
な
ら
よ
い
（
二
名

不
偏
諱
）」
と
い
う
も
の
で
す
❾
。

こ
れ
は
李
世
民
が
作
っ
た
例
で
は

な
く
、遡
る
と
、実
は
孔
子
の
『
礼

記
』
の
中
に
あ
る
の
で
す
。
孔
子

は
避
諱
に
関
し
て
様
々
な
事
を
書

き
ま
し
た
が
、
そ
の
中
の
「
二
名

不
偏
諱
」
の
文
の
お
か
げ
で
、
時

に
は
注
意
し
な
く
て
も
よ
く
な
っ

た
の
で
す
。
と
は
い
え
、
唐
代
書

作
品
の
中
で
は
、「
世
」「
民
」
こ

の
二
文
字
は
、
単
独
で
出
る
時
も

欠
画
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
❿
。
例
え
ば
、
褚
遂
良
の
『
千

字
文
』
の
中
の
「
世
」
の
字
は
欠

画
で
す
。
褚
遂
良
と
い
う
人
物
は

太
宗
の
側
近
で
あ
り
、
太
宗
に
深

く
信
頼
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
皇
室

に
対
す
る
思
い
が
非
常
に
強
か
っ

た
の
で
す
。
後
に
武
則
天
が
女
皇

に
な
る
こ
と
に
強
硬
に
反
対
し
、

死
刑
に
処
さ
れ
か
け
ま
し
た
が
、

太
宗
の
遺
詔
に
よ
り
、
死
刑
は
免

ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
、
太

宗
へ
の
忠
誠
心
は
人
一
倍
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

　ま
た
、
柳
公
権
の
『
大
唐
回
元

観
鐘
楼
銘
』、
顔
真
卿
の
『
顔
氏

家
廟
碑
』
の
中
の
「
世
」
も
一
画

足
り
な
い
欠
画
で
す
。

　
　

　そ
れ
か
ら
、「
世
」
の
字
が
出

て
く
る
時
に
「
云
」
に
改
字
す
る

例
が
あ
り
ま
す
⓫
。
宋
の
『
遊
宦

紀
聞
』
に
は
、「
太
宗
諱
世
民
、

故
に
今
、
牒
・
葉
・
棄
皆
世
を
去

（
の
ぞ
）
き
云
に
従
い
」
と
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
確
認
し
て
み
る

と
、
初
唐
の
薛
稷
の
『
信
行
禅
師

碑
』の
中
の「
葉
」、欧
陽
通
の『
道

因
法
師
碑
』の
中
の「
牒
」は
、「
世
」

の
部
分
が
確
か
に
「
云
」
に
替
わ

っ
て
い
ま
す
。「
葉
」
の
こ
の
書

き
方
が
宋
代
に
も
影
響
を
与
え
ま

し
た
。
蘇
軾
も
「
葉
」
の
字
を
こ

の
よ
う
に
書
い
て
い
る
部
分
が
あ

り
ま
す
。

　次
は
「
民
」
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。
褚
遂
良
の
『
千
字
文
』
の
中

の
「
民
」
が
欠
画
で
す
⓬
。
ま
た
、

『
雁
塔
聖
教
序
』
の
中
の
「
民
」

は
「
人
」
の
字
に
変
わ
っ
て
い
ま

す
⓭
。
同
義
の
字
に
替
え
る
の
も

改
字
の
一
つ
の
方
法
で
す
。
同
じ

文
章
な
の
に
、『
集
字
聖
教
序
』

で
は「
世
民
仰
徳
」、褚
遂
良
は「
世

人
仰
徳
」
と
書
い
て
い
ま
す
。

　本
当
は
、
こ
れ
は
よ
く
な
い
こ

と
で
す
。
こ
の
文
章
は
褚
の
も
の

で
は
な
い
し
、『
集
字
聖
教
序
』

を
作
っ
た
懐
仁
の
で
も
な
く
、
太

宗
が
掲
げ
た
文
章
な
の
で
、
本
来

は
替
え
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

欧陽詢「行書千字文」

唐の高祖李淵の諱である「淵」

欠画の例

褚
遂
良
『
千
字
文
』

懐
素
『
草
書
千
字
文
』

智
永
『
真
草
書
千
字
文
』

欠画の例

天
淵
之
安

唐の高祖李淵の諱

である「淵」

陸
柬
之
の
「
文
賦
」

欠画の例

唐の太宗が避諱を免ずる詔を下す。

太宗の諱が「世民」であり、いずれも平易・
頻用の字であったため、「世民」のように
複数字の諱は、片方の文字だけならば使
用しても差し支えないとされること。

二名不偏諱(二名は偏諱せず)

(『礼記』曲礼) の原則によって、
各々名の二字が連続する場合に限って避諱の対象となれらる

❻

❼

❽

❾

褚
遂
良
「
雁
塔
聖
教
序
」

「
集
字
聖
教
序
」

唐の太宗李世民の諱である

「民」を「人」に換えている

改字の例

褚
遂
良
「
千
字
文
」

柳
公
権
「
大
唐
回
元
観
鐘
楼
銘
」

唐の太宗李世民の

諱である「世」の筆

欠画の例

葉

牒

世の字を云の字に替えている

改字の例

褚
遂
良
「
千
字
文
」

顔
真
卿
「
東
方
朔
画
賛
碑
」

欠画の例

⓬

⓭

❿

⓫
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し
か
し
、
こ
れ
ら
の
場
合
は
、
諱

を
避
け
る
為
に
字
を
替
え
た
の
で

あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
ほ
ど
意
味
は

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
元
は

「
民
」
の
字
だ
っ
た
の
が
、「
人
」

の
字
に
替
わ
る
の
で
す
。
臨
書
す

る
時
は
何
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、

た
だ
、
同
じ
文
章
を
『
集
字
聖
教

序
』
と
比
べ
る
と
、「
民
」
の
字

が
違
う
な
、
と
な
る
わ
け
で
す
。

つ
ま
り
、
改
字
な
の
で
す
。
こ
こ

で
一
つ
、
疑
問
が
生
じ
ま
す
。
な

ぜ
『
雁
塔
聖
教
序
』
で
は
「
世
民
」

を
改
字
し
た
の
に
、『
集
字
聖
教

序
』
の
「
世
民
」
は
避
諱
し
な
く

て
も
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？
よ
く

見
ま
す
と
、『
集
字
聖
教
序
』の「
世

民
」
も
欠
画
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

も
う
一
つ
面
白
い
の
は
、
丁
度
こ

こ
は
文
章
の
切
れ
目
で
、「
世
」

は
前
句
の
最
後
、「
民
」
は
次
句

の
頭
で
す
。
で
す
か
ら
、
二
文
字

一
緒
に
使
っ
て
は
い
け
な
い
と
い

う
ル
ー
ル
に
は
当
た
ら
な
い
と
い

う
解
釈
に
も
通
用
し
ま
す
⓮
。

　時
代
が
下
り
、
宋
の
時
代
に
入

り
ま
す
。
宋
の
時
代
、
作
品
の
中

に
よ
く
見
ら
れ
る
国
諱
は
お
お
よ

そ
二
つ
で
す
。
一
つ
は
「
玄
」、

も
う
一
つ
は
「
匡
」
の
字
で
す
。

聖
祖
の
名
は
趙
玄
朗
で
す
。
そ
れ

か
ら
太
祖
の
名
は
趙
匡
胤
で
す
。

よ
っ
て
、「
玄
」
と
「
匡
」
の
二

文
字
が
諱
で
す
。
宋
徽
宗
も
皇
帝

で
す
が
、
や
は
り
自
身
の
作
品
中

で
も
避
諱
に
注
意
し
て
い
ま
す
。

彼
の
『
楷
書
千
字
文
』、『
草
書
千

字
文
』
の
開
頭
で
は
、「
天
地
玄

黄
」
の
「
玄
」
を
同
音
の
「
元
」

に
替
え
て
い
ま
す
⓯
⓰
。『
千
字

文
』
は
完
成
当
初
か
ら
非
常
に
珍

重
さ
れ
、
各
時
代
の
啓
蒙
書
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
文
字
を

替
え
る
の
は
、
良
く
な
い
の
で
す

が
、
止
む
を
得
ず
、
こ
こ
は
「
元
」

に
替
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
改

字
は
、臨
書
時
は
よ
い
の
で
す
が
、

千
字
文
の
書
を
書
く
時
は
、「
徽

宗
が
こ
う
書
い
た
か
ら
私
も
…
」

は
避
け
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

そ
れ
か
ら
さ
き
ほ
ど
お
話
し
し
た

智
永
の
『
真
草
千
字
文
』
で
す

が
、
真
蹟
は
現
在
、
日
本
に
一
つ

あ
る
の
み
で
す
。「
国
宝
小
川
本
」

と
い
い
ま
す
。
刻
本
の
最
善
本
は

「
関
中
本
」
で
す
。
私
と
し
て
は
、

小
川
本
よ
り
関
中
本
の
方
が
好
き

で
す
。
素
朴
で
穏
や
か
で
温
か
み

を
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
両
帖
を

照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
関
中

本
の
「
玄
」「
匡
」
と
も
欠
画
と

な
っ
て
い
ま
す
⓱
⓲
。
真
跡
は
欠

画
が
な
い
の
に
、
な
ぜ
関
中
本
は

こ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
私
が
学
生
に
臨
書
さ
せ
る
時

は
、点
を
う
つ
よ
う
に
言
い
ま
す
。

と
い
う
の
も
、
関
中
本
は
十
二
世

紀
に
作
ら
れ
た
拓
本
で
、
お
そ
ら

く
真
蹟
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
こ
に
は

ま
た
、
皇
帝
の
諱
が
関
わ
っ
て
く

る
の
で
、
拓
本
を
作
る
時
も
忠
実

に
は
作
れ
な
い
の
で
す
。
拓
本
も

時
代
に
よ
っ
て
避
諱
し
な
く
て
は

い
け
な
い
と
い
う
事
で
す
。

　次
は
宋
の
米
芾
の
『
蜀
素
帖
』

の
「
殷
」
の
字
を
見
ま
す
。
殷
は

二
回
出
て
き
ま
す
。
初
め
は
四
行

目
、
そ
れ
か
ら
文
尾
に
ま
た
出
て

き
ま
す
が
、
後
者
は
欠
画
で
す
。

右
の
は
ら
い
が
あ
り
ま
せ
ん
⓳
。

宋
の
太
祖
皇
帝
・
趙
匡
胤
の
「
胤
」

と
「
殷
」
は
同
じ
発
音
で
す
。
こ

れ
は
嫌
名
と
い
う
例
で
す
。
本
来
、

嫌
名
は
諱
を
注
意
し
な
く
て
も
よ

い
の
で
す
が
、
米
芾
と
い
う
人
物

も
皇
室
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
人

で
す
。
彼
の
母
が
英
宗
皇
后
の
乳

母
と
し
て
仕
え
た
恩
蔭
で
、
彼
は

科
挙
に
よ
ら
ず
高
い
官
位
に
就
き

ま
し
た
。
彼
は
自
由
奔
放
で
わ
が

ま
ま
な
性
格
で
あ
っ
た
た
め
、
恐

ら
く
、
こ
の
作
も
、
最
初
は
何
も

思
わ
ず
に
書
い
た
の
で
し
ょ
う
⓴
。

し
か
し
、
後
の
方
は
、
少
し
で
も

忠
誠
心
が
顕
れ
る
よ
う
に
し
よ
う

と
、
一
画
足
り
な
い
よ
う
に
表
現

し
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
嫌
名
（
名
と
同
じ
発
音
の
字
を

使
う
）
避
諱
の
例
で
す
。

　次
は
清
代
に
い
き
ま
し
ょ
う
。

清
代
典
型
的
な
国
諱
は「
玄
」「
弘
」

「
寧
」
で
す
。
こ
れ
は
三
人
の
皇

帝
に
関
わ
っ
て
い
て
、康
熙
帝「
玄

華
」
の
「
玄
」、
乾
隆
帝
「
弘
暦
」

の「
弘
」、道
光
帝「
旻
寧
」の「
寧
」。

ま
ず
、「
玄
」
に
つ
い
て
で
す
。

楊
沂
孫
の
篆
書
は
最
後
の
点
が
欠

画
、
そ
れ
か
ら
呉
譲
之
、
何
紹
基
、

趙
之
謙
、
楊
守
敬
な
ど
の
隷
書

も
、
皆
、
欠
画
で
す
�
。
で
す
の

で
、
字
書
に
あ
る
避
諱
し
た
文
字

を
我
々
が
創
作
に
取
り
入
れ
る
事

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
経
緯
を
知

っ
て
お
い
た
方
が
よ
い
と
思
い
ま

す
。そ
れ
か
ら
清
の
姚
孟
起
の『
九

成
宮
醴
泉
銘
』
の
臨
書
で
す
が
、

本
来
臨
書
で
す
か
ら
、
そ
の
ま
ま

写
せ
ば
よ
い
の
に
、「
玄
」
の
字
も

欠
画
に
し
て
い
る
の
で
す
�
。
次

に
「
弘
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ

れ
も
最
後
の
点
が
無
く
、
き
ち
ん

と
欠
画
に
な
っ
て
い
ま
す
�
。
最

後
に
「
寧
」
に
つ
い
て
。
こ
の
字

は
扁
平
に
造
形
し
た
い
の
な
ら
ば
、

宋の諱：玄、 匡

宋
徽
宗
「
楷
書
千
字
文
」

改字の例

宋徽宗「草書千字文」

改字の例

関中本小川本

宋の諱：玄、 匡

欠画の例

関中本小川本

宋の諱：玄、 匡

欠画の例

宋の太祖趙匡胤の諱である

「胤」の同音字「殷」最終の一

画が省略されている

諱字に通う音の字
を改めること

（嫌名（けんめい））
を行われた例

宋の諱：玄、 匡

米

芾
『
蜀
素
帖
』

欠画の例

「
集
字
聖
教
序
」

欠画の例

「
集
字
聖
教
序
」

欠画の例

⓮

⓯

⓰

⓱

⓲

⓳
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こ
れ
で
よ
い
と
思
い
ま
す
が
、
何

紹
基
や
呉
大
澂
な
ど
の
作
で
は
、

最
後
の
一
画
が
あ
り
ま
せ
ん
�
。

漢
碑
に
は
き
ち
ん
と
あ
り
ま
す
が
、

こ
ち
ら
に
は
無
い
。
や
は
り
旻
寧

の
諱
を
避
け
る
為
に
こ
の
よ
う
に

書
い
た
の
で
す
。

　清
代
書
家
の
家
諱
も
あ
り
ま
す

が
、
今
後
の
課
題
に
し
て
お
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
私
は
三
年
前
の

あ
る
書
道
展
の
図
録
の
中
で
王
鐸

の
『
行
書
文
語
軸
』
に
何
か
不
思

議
な
余
白
・
お
か
し
い
部
分
が
あ

る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た

�
。
釈
文
の
「
觀
艸
樹
…
」
の
艸

の
字
が
半
分
抜
け
て
い
ま
す
。
も

し
か
す
る
と
、
王
鐸
の
避
諱
に
関

係
が
あ
り
、
欠
画
な
の
で
は
な
い

か
…
。
そ
う
思
い
、『
王
鐸
字
典
』

を
調
べ
て
み
る
と
、
艸
の
字
は
き

ち
ん
と
左
右
と
も
書
い
て
あ
り
ま

す
。
で
は
何
故
こ
の
作
品
の
艸
は

半
分
な
の
か
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く

誰
か
の
為
に
書
い
た
も
の
な
の
だ

と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
、
風
岡
先

生
の
為
書
き
の
お
話
が
あ
り
ま
し

た
が
、
恐
ら
く
、
王
鐸
の
場
合
も
、

相
手
の
方
の
家
諱
と
関
係
が
あ
る

と
思
う
の
で
す
。「
私
は
、
こ
の

詩
が
と
て
も
好
き
で
す
が
、
艸
の

字
は
我
が
家
の
家
諱
と
し
て
書
い

て
は
い
け
な
い
の
で
欠
画
し
て
下

さ
い
…
」
と
い
う
依
頼
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　そ
れ
か
ら
避
諱
に
関
わ
る
古
典

の
字
に
対
し
て
、
書
作
品
に
使
え

る
か
ど
う
か
と
い
う
事
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。臨
書
の
場
合
は
、

例
え
ば
、『
蘭
亭
序
』
の
「
攬
」、『
雁

塔
聖
教
序
』
の
「
人
」
の
よ
う
な

改
字
さ
れ
た
字
は
そ
の
ま
ま
で
よ

い
の
で
す
。
た
だ
、
欠
画
さ
れ
た

字
は
、例
え
ば
、『
関
中
本
千
字
文
』

の
「
玄
」
の
よ
う
な
場
合
、
臨
書

す
る
時
は
き
ち
ん
と
点
を
入
れ
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
忠
実
に
臨

書
し
た
方
が
よ
い
と
い
っ
て
も
、

や
は
り
わ
ざ
と
こ
の
よ
う
に
不
完

全
に
書
い
た
の
に
、
な
ぜ
後
の
人

が
そ
う
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
の

か
？
ま
た
、先
ほ
ど
挙
げ
た
「
寧
」

の
字
も
、「
最
終
画
の
無
い
、
こ

の
造
形
が
い
い
な
」
と
思
っ
て
書

い
て
も
、
解
る
人
に
見
ら
れ
た
ら

笑
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。「
書
い

た
あ
な
た
は
清
王
朝
の
遺
臣
で
す

か
？
違
う
？
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
諱

と
し
て
注
意
す
る
の
で
す
か
？
」

こ
れ
で
は
、
少
し
勉
強
不
足
だ
と

思
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
創
作
は
気
を
付
け
た
方
が
よ

い
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
一
つ
気
に
な
る
こ
と
を

皆
さ
ん
と
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
あ
る
全
国
高
校
書
道
展
に

関
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
っ
た

の
が
こ
の
作
品
で
す
。鍾
繇
の『
薦

季
直
表
』
�
」。
有
名
な
作
品
で

す
が
、
こ
の
高
校
生
は
臨
書
す
る

時
に
「
民
」
の
字
の
欠
け
た
と
こ

ろ
を
き
ち
ん
と
補
っ
て
書
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
は
駄
目

だ
と
、
審
査
員
が
コ
メ
ン
ト
を
出

し
た
の
で
す
（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）。
そ
の

理
由
は
、
鍾
繇
の
『
薦
季
直
表
』

は
元
々
「
民
」
の
字
が
一
本
足
り

な
い
の
で
、
忠
実
に
書
く
べ
き
だ

―
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
の
作

品
は
、
賞
の
候
補
に
入
っ
た
も
の

で
し
た
が
、
最
終
的
に
は
駄
目
で

し
た
。
何
故
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

起
こ
る
の
か
。
鍾
繇
は
一
五
一
〜

二
三
○
年
の
人
で
、
王
羲
之
よ
り

も
少
し
前
、
李
世
民
よ
り
も
も
っ

と
古
い
時
代
の
人
で
す
。
で
す
か

ら
、「
民
」
の
字
を
欠
画
に
す
る

必
要
は
全
く
無
い
の
で
す
。
そ
れ

な
ら
何
故
欠
画
に
な
っ
て
い
る
の

か
？
そ
れ
は
、
唐
の
初
め
に
拓
本

を
作
っ
た
か
ら
な
の
で
す
。
こ
れ

は
、『
関
中
本
千
字
文
』
の
場
合

と
同
じ
問
題
で
す
。
中
田
勇
次
郎

先
生
は
、

「『
書
道
全

集
』
の
中

に
も
、
こ

の
字
は
初

唐
に
拓
本

が
作
ら
れ

て
欠
画
し

た
と
あ

る
。
だ
か

ら
、
学
生

が
臨
書
す

る
時
、
指

導
す
る
先

生
も
こ
の

事
を
解
っ

て
、
民
の

欠
画
を
入

れ
る
よ
う

に
指
導
し

た
方
が
よ

い
。」
と
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
書
道
展
で
は
駄
目
と
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
可
哀
想
で
す
ね
。
審

査
員
の
方
の
考
え
も
一
理
あ
る
と

は
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
ど
う

思
わ
れ
ま
す
か
？
私
だ
っ
た
ら
、

五
分
五
分
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
か
。
忠
実
に
な
り
過
ぎ
る
と
愚

忠
に
な
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
り

ま
す
ね
。
特
に
原
作
が
そ
う
で
な

い
な
い
場
合
は
。
審
査
員
の
方
に

訊
い
て
み
た
い
の
で
す
。「
あ
な

た
は
李
世
民
の
遺
臣
で
す
か
？
そ

う
で
な
い
な
ら
、
学
生
が
き
ち
ん

と
「
民
」
の
字
を
入
れ
た
の
に
、

欠画の例

清の乾隆帝「弘暦」の諱であるの「弘」

欠画の例

清の乾隆帝「弘暦」の諱であるの「弘」

清の道光帝「旻寧」の諱であるの「寧」

欠画の例

清の道光帝「旻寧」の諱であるの「寧」

欠画の例

米

芾
『
蜀
素
帖
』

�

�

欠画の例

王

鐸
『
行
書
文
語
軸
』

鍾

繇
「
薦
季
直
表
」

欧陽詢「九成宮醴泉銘」清・姚孟起臨「九成宮醴泉銘」

欠画の例

清の康熙帝「玄燁」の諱である「玄」

欧陽詢「九成宮醴泉銘」清・姚孟起臨「九成宮醴泉銘」

欠画の例

清の康熙帝「玄燁」の諱である「玄」

清の康熙帝「玄燁」の諱である「玄」

欠画の例

⓴

�

�

�

�



（8）

な
ぜ
こ
の
作
品
が
駄
目
に
な
っ
て

し
ま
う
の
か
な
…
。」
私
は
少
し
、

審
査
員
の
方
の
考
え
に
は
同
感
で

き
ま
せ
ん
。

　蛇
足
で
す
が
、
私
が
最
初
に
蘭

亭
序
を
臨
書
し
た
時
、「
流
」
の

右
側
の
点
が
な
ぜ
無
い
の
か
不
思

議
で
、
先
生
に
尋
ね
た
ら
、
恐
ら

く
避
諱
の
問
題
だ
ろ
う
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
も
し
か
す
る

と
、
王
羲
之
の
家
諱
に
「
流
」
の

字
が
あ
る
の
か
な
と
ず
っ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
調
べ
て
み
る
と
、

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
ん
と
、
漢
の
時
代
か
ら
点
の
な

い
「
流
」
の
字
が
ず
っ
と
存
在
し

た
の
で
す
�
。
篆
書
の
「
流
」
は

左
右
に
水
が
あ
り
、
真
ん
中
は
子

供
が
逆
さ
ま
の
形
を
し
て
い
ま
す
。

昔
、
中
国
で
は
子
供
の
間
引
き
の

方
法
と
し
て
、
川
で
溺
死
さ
せ
た

の
で
す
。
誰
か
に
拾
わ
れ
た
ら
命

が
助
か
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
死

ん
で
し
ま
う
…
。
後
に
、
サ
ン
ズ

イ
に
㐬

（
ト
ツ
）

と
書
い

て
「
流
」

と
な
り

ま
し
た
。

し
か
し
、

漢
隷
の

「
流
」
に

は
、
サ

ン
ズ
イ

に
不
と

書
く
「

」
の
字
形
も
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
例
え
ば
、『
礼
器
碑
』『
隷

辨
』
の
「

」。
さ
ら
に
、『
康
煕

字
典
』
に
は
、こ
の
「

」
は
単

独
字
形
と
し
て
存
在
し
、「
流
」

の
古
字
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
見
る
と
、「
流
」
の
字
は

漢
代
か
ら
「
流
」
と
「

」
の
二

つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
か
れ
て
い
ま

し
た
。
王
羲
之
、
孫
過
庭
、
智
永

ら
は
、「

」
の
書
き
方
を
し
て

き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
清

の
呉
昌
碩
な
ど
の
隷
書
に
も「
流
」

よ
り
「

」
の
造
形
を
し
て
い
る

こ
と
が
見
て
取
れ
ま
す
。
ゆ
え

に
、
私
の
考
え
と
し
て
は
、
点

の
な
い
「
流
」
の
字
は
、
書
き
易

い
よ
う
に
点
を
打
た
な
い
の
で
は

な
く
、
も
と
も
と
点
の
な
い
「

」

の
字
形
を
書
い
て
い
る
と
提
唱
し

た
い
の
で
す
。
も
う
一
つ
、「
民
」

「
氏
」
の
最
後
の
右
上
に
点
を
打

つ
場
合
、
こ
れ
も
、
私
は
先
生
か

ら
、
最
初
は
唐
代
の
避
諱
・
李
世

民
の
諱
を
避
け
る
為
に
加
画
し
た

の
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

後
で
調
べ
て
み
た
ら
、
点
を
加
え

る
事
は
漢
隷
の
中
に
も
あ
っ
た
の

で
す
。
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
た
点
、

つ
ま
り
、
余
白
が
空
い
て
何
か
最

後
に
一
つ
あ
っ
た
方
が
バ
ラ
ン
ス

が
よ
い
の
で
、
点
を
打
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、「
津
」

や
「
神
」
の
よ
う
に
、
余
白
を
埋

め
て
書
き
易
く
す
る
為
に
点
を
打

っ
た
、
と
い
う
こ
と
は
よ
く
あ
る

の
で
す
。
減
ら
し
た
り
増
や
し
た

り
す
る
事
が
、
避
諱
と
関
わ
っ
て

い
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
す
。
そ

れ
か
ら
、「
昏
」
と
い
う
字
は
「
昬
」

の
上
部
「
民
」
の
改
字
と
い
う
説

が
あ
り
ま
す
が
、『
説
文
解
字
』

に
は
既
に
「
昏
」
の
篆
書
が
あ
る

の
で
、
避
諱
の
改
字
で
は
な
い
と

分
か
り
ま
す
�
。

　時
間
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ

ん
、
古
典
の
臨
書
の
中
に
、
中
国

の
避
諱
と
い
う
文
化
が
、
多
か
れ

少
な
か
れ
、
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

が
お
分
か
り
い
た
だ
け
た
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
は
古
典
な
ど
を
勉
強

す
る
時
に
も
関
わ
っ
て
く
る
も
の

で
す
。
少
し
で
も
避
諱
に
対
し
て

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
な
ら

嬉
し
い
で
す
。

疑
問
：
欠
画
の
字
、
皆
避
諱
な
の
か
？

疑
問
：
加
画
の
字
、
皆
避
諱
な
の
か
？

�

�

▶
風
岡
五
城
先
生
講
演

▶
木
村
大
澤
先
生
挨
拶 ▲講演に聴き入る参加者▲交歓会

揮毫風景
▲劉作勝先生講演
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令
和
元
年
九
月
二
十
四
日
～

二
十
九
日
、
栄
サ
ン
シ
テ
ィ
ー
ギ

ャ
ラ
リ
ー
に
於
い
て
開
催
。
選
抜

メ
ン
バ
ー
は
六
十
六
回
展
で
高
評

価
を
受
け
た
院
人
三
十
名
。
実
力

者
揃
い
で
、
さ
す
が
の
力
作
が
並

ん
だ
。
本
展
の
八
尺
作
品
か
ら
小

品
へ
と
、
規
格
が
違
う
制
約
の
中

で
ど
う
魅
力
的
な
世
界
を
表
現
す

る
か
が
セ
ン
ス
の
見
せ
所
だ
。
紙

面
が
限
ら
れ
る
が
、
印
象
深
か
っ

た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

飯
田　

松
華

石
黒　

鴻
羽

伊
藤　

芳
桜

伊
藤　

緑
穂

井
分　

潭
風

内
海　

清
秋

大
西　

紫
蓉

大
場　

映
翠

梶　
　

蘇
山

北
原　

竹
堂

城
田　

桑
軒

竹
内　

一
逕

棚
橋　

藍
水

冨
板　

竹
華

鳥
居　

玉
香

名
古
路
雅
翠

布
目　

京
陶

信
藤　

緑
華

長
谷
川
雅
江

畑
中　

花
影

浜
島　

渓
園

廣
江　

蘭
秀

藤
枝　

静
香

松
田　

真
香

三
浦　

希
韶

三
田　

敬
華

八
木　

一
華

山
下　

桐
軒

吉
川　

聲
泉

吉
戸　

清
華

第
23
回  

東
書
藝
選
抜
小
品
展

井　

分　

潭　

風

吉

戸

清

華

石

黒

鴻

羽

飯

田

松

華

松

田

真

香

竹

内

一

逕

伊

藤

芳

桜

大

場

映

翠

鳥

居

玉

香

伊

藤

緑

穂

内

海

清

秋

長
谷
川
雅
江

大　

西　

紫　

蓉

出　品　者
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今
年
も
夏
祭
り
で
賑
わ
う
名
古
屋
・
伏
見
の
電
気
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

た
第
45
回
記
念
宏
道
書
展
。
作
品
は
一
般
部
・
学
生
部
と
も
練
度
高
く
、

令
和
の
好
企
画
も
あ
っ
て
会
場
は
大
い
に
盛
況
だ
っ
た
。

　第
45
回
展
を
終
え
て

　
　
　
　
　
会�

長　

山
本
晴
城

　

宏
道
書
展
も
今
年
で
四
十
五
回
展

を
迎
え
、
出
品
点
数
は
一
九
六
点
。

漢
字
は
素
よ
り
、
か
な
・
漢
字
か
な

交
じ
り
・
硬
筆
（
ペ
ン
）
作
品
と
あ

ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
出
品
作
品
総
て

が
、
令
和
元
年
五
月
の
改
元
を
記
念

し
題
材
を
万
葉
集
に
求
め
て
発
表
し

た
。
漢
字
の
作
品
で
は
、同
じ
文
字
・

画
数
の
少
な
い
文
字
等
多
く
な
り
、

作
者
皆
苦

労
し
た
様

子
で
あ
っ

た
。
し
か

し
今
回
テ

ー
マ
を「
万

葉
集
を
書

く
‼
」
と

し
た
事
で
、

改
め
て
万

葉
集
を
見

つ
め
直
す

良
い
き
っ

か
け
と
な

っ
た
と
思

う
。
ま
た

こ
ち
ら
も

令
和
元
年

を
記
念
し
、

展
覧
会
場

で
「
令
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
題

し
て
、
一
般
・
学
生
、
見
学
者
の
皆

様
に
思
い
思
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
付

箋
に
書
い
て
い
た
だ
き
、
台
紙
に
貼

り
付
け
て
「
令
和
」
の
文
字
を
完
成

さ
せ
た
。
こ
れ
か
ら
も
宏
道
書
会
は
、

五
十
回
・
六
十
回
に
向
け
先
代
山
本

宏
城
、
風
岡
五
城
名
誉
会
長
の
理
念

に
基
づ
き
益
々
精
進
し
て
行
き
た
い

と
思
う
。

　

猛
暑
の
中
を
ご
来
場
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

安
藤
清
舟
先
生
代
表
・
心

書
会
主
催
の
第
二
十
回
記
念

展
が
、
令
和
元
年
十
月
四
日

～
六
日
、
亀
山
市
文
化
会
館

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
。
安

藤
代
表
は
本
会
副
会
長
と
し

て
の
活
躍
は
勿
論
、
今
年
も

瑞
雲
書
道
会
で
ロ
シ
ア
・
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ッ
ク
、
三
重
県
書
道
芸
術
家
連

盟
で
台
湾
を
訪
問
さ
れ
る
な
ど
気
力

の
充
実
も
十
分
な
ご
様
子
。
今
回
の

記
念
展
で
は
三
十
九
名
の
会
員
と
代

表
の
作
品
・
計
五
十
二
点
と
、
よ
く

指
導
さ
れ
た
学
生
の
条
幅
・
半
紙
作

品
を
披
露
。
そ
れ
ぞ
れ
に
習
熟
度

高
く
、
見
応
え
が
あ
っ
た
。
特
に

安
藤
代
表

の
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ

で
若
々
し

い
線
条
の

作
品
に
は

目
を
洗
わ

れ
る
思
い
。

ま
た
特
別

展
示
と
し

て
、
先
生
所
蔵
の
亡
き
豆
子
甲
水
之

先
生
作
品
十
点
も
飾
ら
れ
た
が
、
こ

れ
を
集
め
て
展
示
す
る
に
は
大
い
に

ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
そ
し

て
来
年
一
月
に
開
催
予
定
で
あ
る
、

豆
子
先
生
の
遺
墨
展
準
備
に
も
奔
走

中
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

心
書
会
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
致

し
ま
す
。

第
45
回
記
念

　宏

道

書

展

第
二
十
回   

心

書

会

展

瑞雲�曽田理事長・桜井亀山市長ご夫妻と
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　に
に
ん
展

　

渡
辺
清
香
・
本
会
常
任
理
事
と
玄

玄
書
作
院
・
村
上
春
汀
先
生
の
「
に

に
ん
展
」
が
、
十
月
二
十
九
日
～

十
一
月
三
日
ま
で
名
古
屋
伏
見
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
名
芳

洞
で
開
催
さ
れ
た
。

会
場
は
真
っ
白
な

壁
面
に
大
小
額
作

品
が
ゆ
っ
た
り
と

飾
ら
れ
、
現
代
的

な
雰
囲
気
だ
。
村

上
先
生
は
主
に
一

字
・
二
字
の

シ
ン
プ
ル
な

題
材
で
黒
白

の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
印
象

的
。
渡
辺
先
生
の
書
体
・
技
法
・
墨

色
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
そ
の
世
界
は
、

恩
師
で
あ
っ
た
故
・
澤
井
痩
蛙
子
先

生
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。近
頃
は
甲
骨
・

金
文
の
研
究
に
力
を
注
ぎ
、
大
き
な

作
品
の
形
で
表
現
し
て
み
た
い
と
の

お
話
。
お
は
こ
の
ポ
エ
ム
作
品
は
変

わ
ら
ず
に
魅
力
的
で
、
益
々
の
ご
活

躍
が
楽
し
み
だ
。

　第
11
回
尚
友
書
展

　

十
一
月
五
日
～
十
日
、
栄
サ
ン
シ

テ
ィ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
開
催
。
荒

川
青
曠
・
本
会
常
任
理
事
を
代
表
に
、

磯
部
麗

光
、
川
口

陽
香
、
杉

野
原
光
華
、

背
尾
玉
燁
、

松
成
栄

翠
、
山
下

一
笑
各
氏

の
メ
ン
バ

ー
で
、
計

二
十
五
点

の
軸
、
額

作
品
を
展

示
。
荒
川

代
表
は
、�

「
全
員
が

高
い
品
格

を
求
め
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
真
面
目
に
全

力
で
取
り
組
ん
だ
結
晶
。
こ
れ
か
ら

も
日
々
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。」
と
、
三
年
に
一
度
の
展
覧

を
振
り
返
ら
れ
た
。

第
53
回
碩
山
書
院
一
門
展

　

碩
山
書
院
（
代
表
・
大
竹
翠
葉

本
会
常
任
理
事
）
が
八
月
三
十
一

日
・
九
月
一
日
、
蒲
郡
市
民
会
館

東
ホ
ー
ル
で
一
門
展
を
開
催
。
半

世
紀
の
歴
史

を
持
つ
同
会

は
東
書
藝
の

実
力
者
も
多

く
、
代
表
は

じ
め
幹
部
は

三
点
、
四
点

と
意
欲
的
な

出
展
。
九
十

余
点
の
作
品

群
は
広
い
会

場
に
も
全
く

負
け
て
い

な
い
。
更
に

一
一
二
名
の

小
中
学
生
部

は
鉛
筆
・
ボ

ー
ル
ペ
ン
・
デ
ス
ク
ペ
ン
・
額
・

軸
等
幅
広
く
指
導
さ
れ
、
若
い

芽
の
育
成
に
力
を
入
れ
た
活

動
も
頼
も
し
か
っ
た
。

第
39
回 

飯
田
書
人
会
展

　

加
山
幽
石
・
本
会
参
事
代
表
の

飯
田
書
人
会
が
九
月
十
九
日
～

二
十
四
日
、
飯
田
創
造
館
に
て
第

39
回
展
を
開
催
し
た
。

　

特
別
展
示
と
し
て
、
師
豆
子

甲
水
之
先
生
を

偲
ぶ
書
展
を
併

催
。
飯
田
書
人

会
発
足
以
来
、

三
十
八
年
間
指

導
さ
れ
昨
年
逝

去
さ
れ
た
先
生

の
作
品
や
折
り
帖
な
ど
が
展
示

さ
れ
て
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
偉

大
さ
を
知
る
。
幸
運
に
も
加
山

代
表
の
解
説
を
伺
い
な
が
ら
鑑

賞
す
る
こ
と
が
出
来
、
強
く

心
に
残
る
一
日

と
な
っ
た
。
計

三
十
四
点
の
会

員
作
品
も
お
一

人
二
点
の
出
品

で
思
い
の
込
も

っ
た
力
作
が
並

ん
で
い
た
。

書 展 訪 問
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今
後
の
予
定

◇�

第
55
回
新
春
東
書
藝
代
表
作
家
展

◇
豆
子
甲
水
之
遺
墨
展

会
期　

２
年
１
月
７
日
㈫
～
12
日
㈰

会
場　

�

電
気
文
化
会
館
５
Ｆ
東
西
ギ

ャ
ラ
リ
ー

主
催　

�

東
海
書
道
藝
術
院
（
代
表
作

家
展
・
遺
墨
展
）

　
　
　

新
道
書
道
会
（
遺
墨
展
）

◇
'20� �

今
日
の
書
展

会
期　

２
年
１
月
21
日
㈫
～
26
日
㈰

会
場　

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

中
部
圏
書
芸
作
家
協
議
会

　
　
　

中
日
新
聞
社

　

祝
賀
会

日
時　

２
年
１
月
20
日
㈪

会
場　

メ
ル
パ
ル
ク
名
古
屋

◇
第
35
回
記
念
景
雲
社「
絆
」書
道
展

会
期　

２
年
２
月
10
日
㈪
～
16
日
㈰

会
場　

�

ク
リ
エ
ー
ト
浜
松
３
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー
31

主
催　

景
雲
社
（
勝
田
晃
拓
）

◇
第
10
回
有
鄰
書
展

会
期　

２
年
３
月
11
日
㈬
～
15
日
㈰

会
場　

岡
崎
市
美
術
館

主
催　

有
鄰
会
（
安
藤
餘
香
）

◇
第
11
回
幽
石
書
道
会
展

会
期　

２
年
３
月
12
日
㈭
～
17
日
㈫

会
場　

飯
田
創
造
館

主
催　

幽
石
書
道
会
（
加
山
幽
石
）

◇
東
書
藝
院
人
研
修
会

日
時　

２
年
３
月
22
日
㈰

会
場　

東
桜
会
館

◇
第
67
回
公
募
東
海
書
道
藝
術
院
展

第
１
会
期　

　
　
　

２
年
４
月
７
日
㈫
～
12
日
㈰

会
場　

�

名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

７
・
８
階

第
２
会
期

　
　
　

２
年
４
月
21
日
㈫
～
26
㈰

会
場　

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

開
場
式
２
年
４
月
21
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
よ
り

授
賞
式
・
祝
賀
会　
　
　
　
　

　
　
　

２
年
４
月
21
日
㈫

会
場　

名
鉄
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

主
催　

東
海
書
道
藝
術
院

　
　
　

中
日
新
聞
社

編

　集

　後

　記

◇�

研
修
会
に
て
講
演
し
て
下
さ
っ
た

劉
作
勝
先
生
、
風
岡
五
城
会
長
に

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。　

◇�

東
書
藝
66
歳
は
壮
年
期
。
創
立
の

精
神
を
繋
ぎ
、
来
年
も
大
い
に
奮

起
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
皆
様
、ど
う
ぞ
良
い
新
年
を
。

「
豆
子
甲
水
之
遺
墨
展
」
の
お
報
せ

　

令
和
二
年
一

月
七
日
（
火
）��

～
十
二
日（
日
）、

名
古
屋
伏
見
・

電
気
文
化
会
館
５
階
東
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
て
、
東
書
藝
名
誉
会
長
で
あ
ら
れ

た
故
・
豆
子
甲
水
之
先
生
の
遺
墨
展

が
、
新
道
書
道
会
・
東
書
藝
主
催
で

行
わ
れ
る
運
び
と
な
っ
て
い
る
。
先

の
飯
田
書
人
会
展
、
心
書
会
展
で
何

点
か
展
示
さ
れ
た
が
、
こ
の
遺
墨
展

で
は
計
三
十
三
点
が
集
め
ら
れ
る
予

定
。
書
道
界
に
偉
大
な
足
跡
を
残
さ

れ
た
先
生
が
九
十
五
歳
で
旅
立
た
れ

て
早
や
一
年
余
と
な
る
が
、
一
度
に

こ
れ
だ
け
の
遺
作
を
観

ら
れ
る
の
は
二
度
と
な

い
機
会
か
も
知
れ
な
い
。

同
時
開
催
の
東
書
藝
代

表
作
家
展
共
々
、
皆
様

是
非
、
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。

令
和
元
年
十
二
月　

第
一
三
九
号

発
行　

東
海
書
道
藝
術
院

編
集　

加　

藤　

松　

亭

　
　
　

堀　

江　

龍　

舟　

　
第
36
回 

花
墨
会
展

　

十
一
月
十
六
・
十
七
日
、
三
重
郡

菰
野
町
図
書
館
展
示
室
に
て
本
会
常

任
理
事
・
松
岡
麗
泉
先
生
主
宰
の
第

三
十
六
回
花
墨
会
展
が
開
催
さ
れ

た
。
会
員
四
十

名
、
学
生
六
十

名
の
二
点
ず
つ

計
二
百
点
を
展

示
。
五
歳
～

八
十
九
歳
ま
で

の
出
品
で
、
三

世
代
で
熱
心
に

鑑
賞
す
る
姿
が

見
ら
れ
た
。
先
生
は
展
覧
会
準
備
を

終
え
訪
台
、
帰
国
後
す
ぐ
に
こ
の
主

宰
の
責
を
元
気
に
果
た
し
て
お
ら
れ

る
と
の
事
。
会
場
は
明
治
・
昭
和
の

偉
人
の
四
作
も
加
わ
っ
て
雰
囲
気
に

厚
み
が
あ
る
。「
一
般
・
学
生
と
も

継
続
が
中
々
難
し
い
が
、
今
日
の
作

品
は
一
年
間
努
力
を
積
み
重
ね
て
き

た
集
大
成
」
と
お
話
し
さ
れ
た
先
生

は
、
晴
れ
や
か
な
お
顔
だ
っ
た
。


